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第1891回例会 令和8年3月5日
12：30～13：30 創立40周年

○ソング
　◦国歌君が代
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦藤田龍文会長（本日は、HM報告ありがとうございます。３月となり、40周年コンペ、式典が真近となってきました。会

員全員でとりくんでいきたいと思います。）
　◦永山龍大郎会員（急ではありますが、来週13日～スーツのオーダー会を開催します。詳細は後日ご連絡さし上げま

す。40周年前に納品出来る様にします。ぜひよろしくお願いします。）　
　◦根本あゆみ会員（HMではAsianをご利用いただきありがとうございました。各班楽しそうで良かったです。）　
　◦金田昇会員（楓でのホームミーティングとても有意義で楽しかったです。）
　　　　　　　（２月21日の地区チームセミナーでは、クラブみなさまに大変お世話になりました。）　
　◦櫻岡俊之会員（誕生日のお祝いありがとうございました。）　
　◦佐藤幸彦会員（誕生日プレゼント、ありがとうございました。）　
　◦山縣栄寿会員（３月に入りました。今月もスマイル、ニコニコよろしくお願いします。）　

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦２月17日　12班ホームミーティング　アジマンチャオ
　佐藤弘、瀬谷隆志、阿部克弘、佐川京子、根本あゆみ
　◦２月19日　2班ホームミーティング　アジマンチャオ
　齋藤愛、村上堅二、前原俊治、成井正之、菊地隆博、車

田祐介
　◦２月20日　３班ホームミーティング　山縣宅
　山縣栄寿、上田雄介、吉田充、宮本多可夫、兼子聡、十

文字光伸
　◦２月24日　5班ホームミーティング　こうりんぼう
　渡辺道直、須藤正樹、富永章、山口治、齋藤孝弘
　◦２月27日　6班ホームミーティング　王王楼
　十文字俊之、長克則、安部和夫、鳴島三夫、諸橋和典、

櫻岡俊之、鈴木恒平

A  出席免除を受けていない正会員数 ５８名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １７名

T  全 正 会 員 数 ７５名

C  Ⓐの出席者数 ２９名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １２名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４１名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７０
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５８.５％

第1891回例会出席状況� （R8年3月5日)
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■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆さん、こんにちは。あっという間に3月
になりました。いつも月初めの例会で国歌
斉唱すると私だけじゃないと思いますが
永野先輩の顔をいつも思い浮かべてしま
います。新しく入った会員の方は永野先
輩の訓示を聞いたか聞かないかはわか
りませんが、国歌斉唱の時には起立を正

してしっかりと背筋を伸ばして指もズボンの縫い目に合わせて
直立でしっかり歌うんだというのを、何回も指導された思い出
がありまして。私もちらちら皆さんのこと聞いてますけども、ほと
んどの方がやっぱそういった姿勢でやってらっしゃるというの
は当時は何もわからない時はこうぼやんと国歌斉唱してまし
たけども、我が西ロータリークラブはそういったところではきっち
りとした姿勢でやってらっしゃる方が多いので、これはどこに
行っても通用することだと思いますので先輩のありがたい教え
だったと。今でもどこへ行っても国歌斉唱聞くと、斉唱しながら
永野さんの話を思い出すのが私はあります。本日はホームミー
ティングの報告会ということで、最近ありがたいことに会員数
が増えましたので、今回のホームミーティングも12班構成でや
れることになっております。2回の例会に渡って6班づつの発表
になるかと思いますが、そういったところでは周年の集まりだっ
たり、地区の集まりであったり大変今スケジュールが込み合っ
ておりますが、その合間を縫っての各班のホームミーティング
の設営ということで、大変班長や書記の皆さんには大変ご苦
労かけたかと思います。今年2回目のホームミーティングなんで
すが。1回目は意識的に班長をベテランの会員の方ということ
で。逆にこの2回目は、意識的に新入会員の入会歴が浅い方
を積極的にお願いしたので、皆さん場所の設営だったりどう
いう進行だったりというはちょっと苦労されたかもしれませんが、
そういったところで皆さんといろいろ連絡方法だったりの会の
進め方だったりというのを苦労するのもまた一つの楽しみと自
分のスキルアップのための訓練になるかと思いますので、是
非経験していただければと思います。今日から例会までこのフ
ァイルを皆さんのところにもしつこいくらいに回し続けます。これ
40周年の記念式典の出欠表でございます。是非、全員で多
く取り組んでいきたいと思いますので、もちろんメールやファック
ス等でもご案内しますが、例会来てる方でご自身の出欠とそ
してパートナーの方が参加される方はパートナーの出席という
のを回していただいて。この参加人数でどんどん士気を高め
ていきたいなと想像しておりますので、是非そちらのほうも本日
来てる会員の方はもう出欠がわかる範囲でこちらに書き込ん
でいただければと思います。パートナーの方にはドレスコードを
今回は着物ということでお願いしておりますので、そこも含みお
きいただきながら、だいぶ前から言っておりますので、段取りし
ている方もいらっしゃるとお聞きしておりますので、その辺はお
手間をかけると思いますが、是非式典を華やかにいろんな方
をお迎えしていきたいと思っております。それでは、本日ホーム
ミーティングの報告会ということでいろいろな話を聞けることを
楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。

本日のプログラム

（２）

■幹事報告� 運天直人幹事
○猪苗代RC会長　渡部元衛　記念事業実行委員長　
渡部英一 : 猪苗代ロータリークラブ創立60周年記念式典・
記念講演会・祝賀会ご案内
○泉田ガバナー事務所 : 財団室NEWS2026年３月号
○ガバナー泉田征慶　ガバナーエレクト金田昇 : 会長エレク
トラーニングセミナー（PELS）開催のご案内
○株式会社　オクトン : カタログ送付のご案内及び商品価
格の改定について
○地区ロータリー財団委員長　林克重 : 本申請グーグルフ
ォームアドレス・３月レート補助金表について
○白河市国際交流会会長　内義久 : 【白河市国際交流会
会報vol.30】の送付について

■各委員会報告
●親睦活動委員会� 高田久美子委員
結婚記念日
片倉義文会員、沼田重一会員、佐川京子会員、松永紀男会
員
誕生日
鈴木満会員、矢田部錦四郎会員、佐藤幸彦会員、山縣栄寿
会員、佐川京子会員、櫻岡敏之会員、佐藤礼子会員

●雑誌広報渉外委員会� 鈴木典雄委員長
　皆さん、こんにちは。今月号の『ロータリ
ーの友』の読みどころをご紹介していきま
す。まず、ロータリアンが読まなければいけ
ないＲＩ指定記事を中心に紹介していき
たいと思います。まず、横組み2ページ「ＲＩ
からの会長メッセージ」となってます。こち
らはＲＩ指定記事となっておりますので、是

非ご一読お願いします。続きまして、横組み12ページ、こちらは
来年度会長のオラインカ・ハキーム・ババロラさんの紹介記事
が載っております。続きまして、横組み39ページこちらもＲＩ指定
記事となってます。「財団委員長からのメッセージ」と「2026年
国際大会」のお知らせが載っております。続きまして、縦組み2
ページ「南海トラフ巨大地震を乗り切る」というタイトルで、南海
トラフ巨大地震を乗り切るための備えとなるヒントの記事が書
いてあります。続きまして、縦組み7ページ「この人を訪ねて」で
は人吉中央ロータリークラブの村田優子さん。旅館業を営ん
でおりますこの方の紹介が記載されております。
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●地区セミナーのお礼� 金田昇ガバナーエレクト
　皆さん、こんにちは。先々週おこなわれま
した地区の地区チームラーニングセミナ
ーにおかれましては、クラブの皆様に大変
お世話になりました。ありがとうございまし
た。150名を超える参加者の中でしっかり
国際協議会の報告から始まりまして、次
年度の地区方針、また各委員長様への

お願い等々おこないまして、地区チームの結束と方向性、そ
れからベクトル合わせということでしっかりやることができました。
懇親会も終わりまして、その中で皆さんからいろんなご意見と
か感想をいただいたんですが、白河西ロータリークラブのおも
てなしの素晴らしさということについて非常にお褒めの言葉を
沢山いただきました。新白河の駅で横断幕でお出迎えしたり
とかきめ細かなおもてなしを受けて、また楽しいお時間を過ご
せましたということで、有意義な地区チームセミナーを体験でき
ましたというお声を沢山いただきました。これから、3大セミナー
のスタートです。この次はＰＥＬＳ、会長エレクトセミナー、それか
ら地区協議会と今年度中に2つの大きなイベントがありますが、
また皆様のお力添えをいただきながら地区運営に準備を進
めてまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたし
ます。先日は大変お世話になりました。ありがとうございました。
お礼といたします。

■本日のプログラム� ホームミーティング報告会
●2班� 村上堅二会員

　皆さん、こんにちは。第2班の書記を担
当しております村上と申します。2026年ホ
ームミーティングの報告をさせていただき
ます。日時は2月19日、場所は根本会員の
「アジアンチャオ」のほうで開催させてい
ただきました。班長は齋藤愛班長。書記
はわたくし村上。そして、参加者は前原会

員、成井会員、菊地会員、車田会員で6名全員出席で開催さ
せていただきました。最初、ホームミーティング始まる前に成井
会員のほうから地区大会とか、あと40周年の式典とかの話に
なり、なかなか本題に入ることはなかったんですけども。やっと
本題に入れたこと、いろんな楽しいお話をお聞きしながら何と
か本題に入っていきました。1番のほうで、ガバナー年度に期
待することということでお話がありました。私たちの白河西ロー
タリークラブの40周年を迎えるにあたってという形でガバナー
輩出という形になるんですけども。亡くなられた林さんとか永
野さんとかが切望していたガバナー輩出ができるということで、
非常に感慨深いものがあるというふうな話を成井会員のほう
から言われておりました。そして、クラブの40周年と人間の人
生でもやっぱり40代が一番力がある時期なので、そういった
意味ではこの時期にガバナー輩出できる、そしてそういったこ
とができることが一番いい時期になってるのかなというふうな
話はありました。この機会に是非とも白河西ロータリークラブを
この地区で名前が響きますように皆さんで進めていきたいなと
いう形です。応援していこうという形になりました。今回はガバ
ナー輩出という形になりますので、いろんなもので当クラブのほ
うに担当が来るわけですけども、役割が来ます。そういった意

味では、この役割分担を一つのきっかけにしてクラブが一丸
となれるように、そういった機会になるようにしていければいい
なという話がありました。あともう一つは、特に40周年を迎えて
そしてガバナー輩出、これを大きな誇りに持てるようにしていた
だきたいなというふうに思っておりますということでありました。そ
れから、これまでは皆さん私も含めて地区役員の方に頑張っ
てくださいという話をよくしてたんですけども、そうではなくて皆
さんで頑張るということの気持ちをもう一度持ってガバナー輩
出に向かっていただきたいというふうにお話がありました。特に、
金田さんがガバナーになるということは昇さんもすごい名誉で
もあるんですけども、我がクラブとしても大きな名誉になるとい
うことを胸に刻んで、ガバナー輩出でお手伝いできるようにクラ
ブ一丸となって進めていければなというふうな話がありました。
本当にそのガバナー輩出という形は念願でありましたので、当
クラブでも全面的に皆さんで応援していかなきゃならないそう
いった年度になってますからということで、皆さん心を新たにし
て向かっていければなというふうに思いました。2番のほう、ホ
ームミーティングに関してという形なんですけども、ホームミーテ
ィングは日頃例会でお会いすることあるんですけども、お話を
することはなかなかないんですね。結局例会ってどっちかとい
うと聞く立場なので、ホームミーティングは逆に話す場って形
になりますので。そういった意味ではこういった機会があった
ほうが非常に会員同士の交流の場としてはいいのかなという
話がありました。最初はこのホームミーティングって元々はファ
イヤーサイドミーティングでしたね。結局、暖炉を囲んで皆さん
で話をする、そういった会なので。そういった意味では皆さん
が是非いろんなお話ができるように、そしてメンバー今までは
ご挨拶だけはしててもなかなかメンバーのいろんな事情とか
お話は聞くことはなかったので、こういった会にいろんな話が
聞けることがやっぱりいいのかなという話がありました。可能で
あれば例会でもそのホームミーティングのような形で各テーブ
ルでちょっとお話をするとか、そういったのもあってもこれからい
いのかなという話もありました。それとホームミーティングは毎回
題目が出るんですけども、多分皆さんもわかってのとおり、ホー
ムミーティングってその題目に沿って話なんかしないんですよ
ね。いろんな話になっちゃうんですけども、題目があったほうが
やはり話が進めやすいので、まあ何かしら題目を作ってそれに
沿って話をしていただくのが一番いいのかなという形になりま
した。ホームミーティングのほうは某Ｎ会員のほうが昔の武勇
伝で随分笑って終わったんですけども。最後にですね、齋藤
愛班長の仕切りによって何とかこの会をできたことを報告して
いきたいと思います。

●3班� 上田雄介会員
　皆さん、こんにちは。わたくしのほうから
は第3班、山縣班長のもとおこなわれまし
たホームミーティングの報告のほうをさせ
ていただきたいと思います。まず2月20日、
山縣班長のご自宅並びに事務所ですか、
そちらのほうで全員出席のもとおこなわれ
ました。宮本先生、吉田充さん、兼子聡さ

ん、十文字光伸さん、全員集合のもと時間通り定刻通りに開
始されまして、山縣班長のアジェンダの作成もございましたの
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で、そちらに乗っ取って進めさせていただきました。その話し合
いの中で、テーマに関しまして(1)ガバナー年度に期待するこ
と、こちらについては他の班同様だとは思いますけど、求心力
一致団結する年だと、そういう年にしていきたいという声が多く
上がってまいりました。その他、個人的な目標も数多くあげられ
まして、与えられた職を全うしていきたいと。また、参加に対して
の時間調整なんかも努力していきたいという声も上がっており
ました。また、寄付額の達成。こちらも是非クリアしていきたいと
いう声も上がっておりましたので、そちらはそういった意気込み
をした会員だけではなく、班員全員でそういった方向でガバ
ナー年度に対して集中してやっていきたいと思います。(2)ホー
ムミーティングで感じた成果、こちらにつきましてはチャーターメ
ンバーであります宮本先生のほうからホームミーティングとは
何ぞやというそういった説明から始まりまして、わたくしも初参
加ではあったんですけれどもこういった資料のほうを頂戴しま
して、その資料を見ますと炉辺会合そういった言い方をされる
というのも初めて伺いましたので、ホームミーティングとは何ぞ
やというところから切り出していろんな意見のほう吸い上げて
まいりました。そもそもホームミーティングの目的、ホームミーティ
ングの成果というのを、長年経験した皆さんから大変貴重な
話をいただいたというのもございます。その中でやはりホームミ
ーティングこそが出発点であるとか、これからももちろん続けて
いきたい。西クラブの退会者が少ないのはホームミーティング
の成果ではないかという声も上がっておりました。あとは、例会
はどうしても形にとらわれるものではありますけども、法規とか
法令にとらわれずに皆さんでいろんな話をできるというのはホ
ームミーティングの魅力ではないかといった本当にいろんな声
が上がってましたので、初参加の私も気兼ねなく発言のほうさ
せていただきましたし、またこれまでの歴史や伝統なんかも踏
まえた重みのある学びも得ることができたのではないかなと思
っております。今回おこなわれましたのが山縣班長のご自宅、
事務所ということで、班長の奥様にもコンパニオンとして参加
していただきました。渾身の手料理を振舞っていただき、また
家族ならではのそういったお話のほうも伺うことができましたの
で、よりロータリーに対してのクラブに対しての理解も増えたの
ではないかなと思います。また、皆さん不動産をそれぞれ生業
にしてる方が揃ったので、山縣班長のご自宅の視察とか、そ
ういった普段はこの会場では話すことができないような気さく
な会話も増えたし、いろいろ仕事に通じる部分もお話しできた
ので非常にいい会合であったのかなと思います。このメンバ
ーでホームミーティングをおこなうというのは今後ないかもしれ
ませんけれども、是非とも皆さんと縮まった距離というのをいろ
んなところでまた展開していければいいのかなと思います。大
変拙い説明ではございましたけれども、以上で3班の説明とな
ります。

●5班� 渡辺道直会員
　皆様、こんにちは。5班の発表報告とい
うことで、書記須藤さんの代わりに発表を
させていただきます。直前にちょっとまとめ
ていただいたものを渡されたので、そちら
を基に報告させていただきます。ホームミ
ーティング開催が2月24日、場所が「こうり
んぼう」でおこなわれております。まず、テ

ーマに沿って皆様のご意見についてご報告します。1番のガ
バナー年度に期待すること。こちらは自分たちの動きなのか、
全体の動きなのかいろいろ意見がありましたけども、まずいろ
んな各種行事なども多くこれから行われるということもありまし
て、一年通じて皆さん健康のほうをまず大事にしていただか
ないといけないと。自分達もその体調管理をしっかりしていきま
しょうねという話が出ておりました。またガバナーならではの、ほ
かの地区、全国、世界の経験を会員全体、来ていない方も含
めて皆さんと共有できるようにそういった情報を発信していっ
てもらいたいという意見もありました。ロータリーのネットワーク
の広さや魅力を身近に感じられる形で、是非わかりやすい形
で伝えてほしいなという意見もございました。こちらは自分から
発信情報を得るということもできると思うんですけども、多分来
年ガバナー年度についてはいつもと違った雰囲気もあると思
いますので、そういった中で違う形の情報の発信の仕方があ
るんじゃないかなというところが意見としてありました。またその
年度だからこそ普段いけない場所とか取り組みをクラブに持
ち帰ってきてほしいという希望というか意見もございました。ガ
バナー年度に期待することについては以上となります。続きま
して、今回のミーティングで感じた成果、これについては意義
という意味も含めて今までの経験の中でというと先輩方のご
意見いただきながら、過去のロータリーの活動についてどんな
活動でどんな人がいたという話をよく知っていただく若い人た
ちに知っていただくという機会でもありますし、今回はすごい近
い距離で居酒屋さんでやったわけですけども、自宅でもそうで
すけども、本当に近い所で目を顔を合わせながら話すことで
距離感も縮まって人となりを知る機会ができたということであり
ます。また、入会歴や役職に関係なく話しやすい雰囲気が生
まれたと。あとはテーマがあることで考えて参加する意識が高
まったという意見。そして、考え方や価値観を知る良い機会と
なった、お互いの価値観、親しくなること自体が大きな成果で
あると考える。そして最後に、ロータリーへの関心がさらに高ま
ったと、こういった感想がご意見としてございました。簡単では
ございますが、最後にまとめとさせていただきますと、まずそう
いったホームミーティングの場というのは、決定の場ではなく繋
がりを深める場としてすごく大変有意義だったという、いい感
覚で終えたと思っております。そして、今後の活動や例会にも
そういった意見とか経験を生かしていきたいなという感想でご
ざいます。
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●6班� 長克則会員
　皆様、こんにちは。2025‐26年度第2回
ホームミーティング、第6班の報告をさせて
いただきたいと思います。日時は2月27日
金曜日、19時から中華料理「王王楼」で
開催されました。班長に十文字俊之会員。
書記がわたくし長。メンバーは、安部パスト
会長、鳴島パスト会長、諸橋財団委員長、

櫻岡親睦委員長、鈴木恒平会員の7名で欠席者なく開催で
きました。テーマのですね、ガバナー年度に期待することとい
うテーマで話をさせていただいたんですが、以前にも西ロータ
リーのほうではガバナーの候補の話もあったというお話もお聞
きしまして、その時には年齢の問題や健康の問題というもの
があり叶わなかったということが以前にもあったということをお
聞きしました。ですが今回は、金田ガバナーエレクトが次年度
2530地区のガバナーになる。西クラブにとっても特にクラブを
活性化させるためにも良いチャンスと捉えて、会員全員が協
力しあい2530地区にアピールできる意味もあるということで、ま
た西クラブの結束を高め、これから様 な々地区の行事も予定
もありますので、一緒に一致団結して活動していけるのでは
ないかということを期待しているという意見で皆さんと話をさせ
ていただきました。ひとついろんな行事も多々あるんですけれ
ども、それには皆さん各地区のほうにも出向していく方とかい
ろんな大変な事もあるんですけれども、金田ガバナーには第
一に健康に気を付けていただきたいことと、2530地区クラブを
ここでは全部は説明できないんですけれども、大変忙しくなる
と思いますのでくれぐれもご自愛いただいて無事終了できるよ
うに、西クラブ全員で支えていけることを期待するということを
皆さんで確認させていただきました。一応ガバナー年度に期
待することというのは先程からいろんな方々からもお話があっ
たとおり、いろんな事の重複になってしまうと思いますので、一
番皆さんで心配していることはガバナーの健康状態、これを
一番に考えてみんなでバックアップしながら協力していけるこ
とが一番ではないかというお話をまとめさせていただきました。
続きまして、第2テーマのホームミーティングで感じた成果なん
ですけれども、先輩の方からも他のクラブではこういうホームミ
ーティングというのもないクラブもあるというようにお話をお伺い
しまして、西クラブは年2回ホームミーティングを開催してるん
ですが、ほとんど90％近くの出席率を誇っておりますということ
で、非常にそういった意味で西クラブというのはホームミーティ
ングで随分出席率も高くおこなっているんだなということがとて
も優秀だなというふうに思いました。中には、会員の方でも私も
そうなんですけれども、このホームミーティングというのは結構
楽しみにしてるところもありまして、普段会えない会員の方です
とかあまり例会でも交流が持てなかったりする会員の方同士
でお酒を飲みながらホームミーティングで打ち解けていろんな
話ができるのも一つの魅力でもあります。特にクラブが大人数
になると結構例会でも話がなかなかできない新入会員の方
なんかは、特に先輩方とか話しづらいようなところ話しかけづ
らいようなところもあったりするというお話もあったので、このホ
ームミーティングというのが特に非常にいいというお話もありま
した。ホームミーティングではお酒も入りいろんな本音で話が
できることもありますので、あとはクラブに不思議に思うことであ

るとか、そういったことを先輩会員から教えていただいたり、新
入会員の方 に々もいろんな話を通じて理解をしていただくとい
うような場が一番いいのではないかと。それはホームミーティン
グなどが一番、そういう場が一番いいのではないかなというこ
とも意見が上がりました。先程もありましたけれども、ホームミー
ティングでは昔はファイヤーサイドミーティングと言われたそうな
んですけれども、そういう意味もあってみんなでいろいろそうい
う話をするというのが、やっぱりこのロータリークラブのホームミ
ーティングというのは原点であったということをお話もいただき
ました。あと、ホームミーティングの人数などについてのお話も
あったんですけれども、今でいう6名から7名くらいの人数でち
ょうどよいのではないかという意見もありました。特に10人それ
以上になったりすると、やはり手配のほうとかスケジュールの予
定なども合わずに大変なこともあったりするので、今の現状が
ちょうどいいのではないかというような意見もありました。ホーム
ミーティングのお知らせの方法、これも少しちょっと遅いのでは
ないかとか、そういったような意見もあったんですけれども、あま
り早めに通知を出すと私もそうなんですけれども忘れてしまっ
たりしてしまうようなこともある。なので、そんなに早くもなく遅くも
なくというようなところで通達が出てくるといったところも大体そ
んなお話もありました。あと、同席された親睦委員長の櫻岡さ
んの意見もありましたけれども、ホームミーティングの役割であ
るとか、班長、書記の人選などは一番苦労するところではあっ
て、ただ誰でもいいというわけではなく、いろいろその人選には
苦労するところもあるということを言われたので、やはりこういう
人選などは非常に苦労されてるんだなと。その中で皆欠席せ
ずにちゃんとホームミーティングに参加できるというのは、やはり
そういったものにきちんと対応して我 も々協力をしていくというよ
うなことが非常に大切ではないかなという意見もありました。ホ
ームミーティングは毎回思うことなんですけれども、特に先輩
方から昔からロータリーはこういうふうなことが習わしだったん
だよとか、こういう昔からこういうのが会員同士ではあったんだ
よとか、為になる話を本当にいつも毎回説明を聞かせていた
だくので、ありがたいなと思って私は臨ませていただいておりま
す。私が最後に感じたことなんですけれども、例会というのは
ロータリークラブを学ぶ場であり、ホームミーティングは西クラブ
を知る場であると私は思ってこのホームミーティングを参加さ
せていただきました。特にではないんですけれども、そういった
意味で私はどんどん若い方達にもロータリー、この西クラブを
理解していただいて参加していただければもっとより良い結束
も生まれるんではないかなと思いました。

●12班� 瀬谷隆志会員
　それでは、第12班のホームミーティング
の報告をさせていただきたいと思います。
開催は2月17日の6時半より、根本会員の

「アジアンチャオ」で開催させていただき
ました。出席者は班長の佐藤弘会員と阿
部克弘会員、佐川京子会員、根本あゆ
み会員、書記のわたくし、計5名の参加と

なりました。班長が税理士ということもありまして、確定申告が
始まる前にやってしまいたいということで、なかなか早いタイミン
グでさせていただきましたので、一応メモってはいたんですが
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結構忘れてる部分もあるので、ちょっと記憶をたどりながら報
告したいと思います。まずテーマ1ですが、ガバナー年度に期
待することということですが、まず一番最初に出たところは是
非金田会員には体調を崩さずに一年間走り切って欲しいと
いうことがまず一番最初に出てきました。この一年走りきるため
にも、西ロータリークラブの結束が大事であるということで、是
非金田会員のやりやすい体制をメンバーみんなで構築してい
くことが一年間走り切っていくためのバックアップになるのでは
ないかというお話になりました。もちろん、参加できる人とできな
い人がいると思うので、できる人は先頭を切って積極的に参
加していったほうがいいという意見も出ました。その中で、西ク
ラブにしかできない事業を是非やっていただきたいなと。その
中で西クラブは存在感をどんどん出していきたいということで
す。記憶に残る事業をしてほしいという意見も出ておりました。
そして最後ですが、是非終わってからの打ち上げを盛大にや
りたいなという話も出ていましたので、そこ盛大な打ち上げが
できるためにも一年間皆さんで協力して頑張っていくことが必
要なのかなというふうに思いました。続きましてテーマ2ですが、
ホームミーティングで感じた成果というところです。まず、ホーム
ミーティングの意味というところで、やはり親睦がメインになって
くるというお話が出ました。少人数だとやはり話がしやすい。ホ
ームミーティングで話すことが多くなったというところで、やはり
例会だけですと本当に自分の近くに座った会員と話すぐらい
しかできなかったところが、こういったホームミーティングをやっ
てお酒も入るということで、なかなか年齢の離れた会員とか普
段話すことのない方のお話ができるというところで、前程の報
告にもありましたけどもロータリークラブの歴史だったりとか、過
去のそういったやってきたことなんかもいろいろ聞けるというの
はすごくいい機会だなという話になりました。また、ホームミーテ
ィングですと出席率が多くなるので回数を増やすのもいいんじ
ゃないかという意見も出た半面、ちょっと大変さが増すのかな
というところでバランスが取れるようにやっていくことが大事か
なというふうに思います。そして、最後ですがこれだけは根本
会員から言ってくれと言われたので報告させていただきます
が、今回料理の中に辛子味噌が入ってたんですが、この辛
子味噌の辛子は関谷会員のところの苗を使って育てた辛子
と、会長のところの味噌を使ったロータリー愛溢れる辛子味噌
となっておりまして、もし皆さん機会があれば一度召し上がっ
ていただくのもいいのかなというふうに思います。ちょっと短い
ですけど以上となります。

●藤田龍文会長
　各班のホームミーティングの報告ありがとうございます。私
もまだまだ会に入って十何年ということで、ホームミーティング
歴は長くもないんですがある程度の数は出させていただいて、
新入会員で入った時は皆さんも感じておられると思いますが、
いろいろな方 と々この例会だけで大先輩と喋るということがな
かなかできないので、テーブルがたまたまご一緒になった時で
も大体食事だけということですし、こちらから話しかけるという
のもなかなかできないので、そういった時じゃあどこで仲良くな
るのかなと入りたての頃はよく考えておりまして、そういった時
にこのホームミーティングに何回か参加させていただいて、最
初のうちはちょっとよくわかんないまんまこう先輩の話を聞いて

（６）

たりしたんですが、だんだん慣れてくるととてもいい勉強になる。
先程、お話にありましたように、白河西ロータリーは知る場所だ
というのは本当に痛感しております。そして、これいろんなクラ
ブが当たり前にやってるのかなと思うと、これも意外とやってな
くてこんな年に2回もやるというのは西クラブならではかと思い
ますし、私もロータリー活動やってた中で本当にこのホームミー
ティングというのは良い事業というか、私どものロータリーは奉
仕ということがありますが、会員同士の親睦というのがとても重
要な団体でもありますが、この親睦を深めるのには一番いいア
イテムだと思っておりますので今後とも2回なんだったら3回や
ってもいいという時もあったりしたんですが、そういった部分で
会員が増えてってそういった部分の交流ができるというのが
私ども西ロータリーの強さの基盤であると思っております。その
基盤が盤石になってきたからこそ、ガバナー輩出というタイミン
グをちゃんとキャッチできたと。もちろん時代の流れとか、先輩
方の体調とかももちろんありますが、そういったところはそれだ
けでなくこの西ロータリークラブの基盤がしっかりして金田ガ
バナー年度が輩出できるようにも感じますので、そういったとこ
ろでは先程来皆さんから心配されてますように、ガバナー年度
に期待するということは、なんか皆さん言っているのは意外と
ガバナーの体調管理のほう、そちらのほう心配して事業よりも
そちらを心配してるのがありますがそれぐらい激務だと。今、生
みの苦しみの時期でしょうから本当に始まってしまうともうガバ
ナー公式訪問があって、もう怒涛のように月日が流れてってし
まうと思いますが、今は準備の期間だったり、年度がずれてセ
ミナーがもう始まっておりますが、そういった部分はこのホーム
ミーティングで培ったいろんな親睦の絆というかですね、会員
の絆で西ロータリーらしさを県内外の地区の方にアピールでき
るのかなと思っております。今、いろいろ世界情勢が云々かん
ぬんってありまして、ロータリアンはそういった部分触れるべき
ではないというのはわかっておりますが毎日、新聞でイラン情
勢だったりウクライナ情勢出てますが、ロータリークラブってあ
るのかなっていうのちょっと調べてみたんですけど。ロシアには
ロータリークラブがあるんですね。モスクワロータリークラブなん
かあって、ウクライナにもロータリークラブがございます。イラン
にはないそうですが、イスラエルにもあるそうです。アメリカには
もちろん発祥の地ですから沢山ありますが、ロシアのモスクワ
ロータリークラブの事業の一つでウクライナ支援というのやっ
てるらしいです。ちょっとなんか不思議な感じですが、ロシアの
モスクワのロータリークラブは例会が英語でやって、おそらく在
ロシアの方々のいろんな国の方々の集まりかなと想像します
が、英語で例会をやって事業の一つの中でウクライナ支援と
いうのを引き続きおこなっているそうです。そういったちょっと悩
ましいとこもありますが、世界情勢がこうやっていろいろ入れ変
わっていく時にで今年は台湾でできますが世界大会。もちろ
んできると思いますが、その翌年はドバイが世界大会の会場
でございますが、ドバイに関してもこれからの世界情勢では開
催できるかどうかというのもわかりづらい見通しになってきてま
すが、そういったところでロータリーはそういう世界情勢に左右
されずに世界の平和とか奉仕とかそういった部分を謳い続け
られる団体であればいいのかなと切に願っております。そんな
ところで、また来週も報告会楽しみにしております。




